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［情報名］茶の無肥料栽培では土壌中全窒素は減るが一番茶収量は 300 ㎏/10a を維持できる 

［要約］施肥栽培から無肥料栽培へ転換すると、土壌中の全窒素と窒素収奪量は減少するが、

一番茶収量は 300 ㎏/10a を、荒茶中窒素含量は同等を維持できる。 
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［背景・ねらい］ 

茶の省力・低コスト栽培技術を確立するため生産性の検討を行い、収量は半減するものの

荒茶品質評価は同等であることが明らかにしたが、窒素の動態については不明である。そこ

で、施肥栽培から無肥料栽培に転換した茶園における収量、窒素収奪量および土壌中窒素含

量の関連について明らかにする。 

 

［成果の内容］ 

１．一番茶萌芽前の土壌中全窒素量は、肥料有区と比較して肥料無区では処理 1年目は同等で、

2 年目以降は 15％程度減少した（図１） 

 

２．肥料無区の生葉収量は、同日摘採の場合、肥料有区と比べて、年間収量で１年目は 76％、

2 年目以降は 47～60％ と減少した（図２） 

 

３．荒茶中の窒素含量は、肥料有区と同等である（表１） 

 

４．年間窒素収奪量は、肥料有区と比較して、49～76％と減少した（図３） 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．無肥料栽培への転換および耕作放棄園再生技術の資とする。 

２．肥料有区は有機 JAS 認定資材を用い、10a あたりの年間 N:48.2kg、P:20.4kg、K:24.4 ㎏

を施用した。枝条管理は二番茶後に浅刈り更新を行った。 

３．圃場は、2015 年から 3 年間有機栽培管理を行った樹齢 29 年生の「やぶきた」園で、2018

年 5 月に中切り更新を行い、その後、肥料無区を設置した。 

４．荒茶中窒素含有量は近赤外分光分析計（GTN-9、カワサキ機工）で、土壌中全窒素含量は

燃焼式窒素・炭素測定装置（デュマサーム、ゲルハルト社）で測定した。  
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［具体的なデータ］ 

図１ 無肥料栽培における一番茶萌芽前時期の土壌中全窒素量の推移 

図２ 無肥料栽培の年間生葉収量の推移 

1)2022 年の二番茶摘採なし。 

表１ 無肥料栽培の荒茶中窒素含量の推移 

 1)2022 年の二番茶摘採なし。 

図３ 無肥料栽培の年間窒素収奪量の推移 
1)2022 年の二番茶摘採なし。 

2）窒素収奪量=収量㎏×製茶歩留まり率 0.2×荒茶中窒素含有率 db％ 
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